原安三郎コレクション　広重ビビット展
サントリー美術館（東京・六本木）　2016.04.29〜06.12
　原安三郎（1884〜1982）は、日本財界の重鎮として活躍した日本化薬（株）元会長で、本展は彼が蒐集した浮世絵コレクションのうち「歌川広重」（1797〜1858）の晩年の代表作である大判錦絵「名所江戸百景　亀戸梅屋舗」（左）および、「六十余州名所図会　阿波鳴門の風波」（中）の揃物全点が初公開されている。
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　錦絵は江戸で梅の名所のひとつである亀戸の梅屋敷を描いたもので、極端な近景拡大とその向こうの遠景との対比は、巨匠「ゴッホ」が魅せられた特異な構図とされている。しかも保存状態が極めて優れているため、制作当初の「試し摺」に近い“初摺の姿の作品”が鑑賞できるため人気作品とされている。
　更に、版木の線が磨滅せずシャープで、美しい彫りの線が確認できるため、「広重」が追求した形や色彩、技法の粋が見られる貴重な収集品とされている。
今回の展覧会開催に際し、作品が描かれた名所の亀戸と鳴門を現在の写真の姿と比べながら「展示」や「図録」で鑑賞できる企画がされている。
　広重が最晩年に取り組んだ集大成である≪名所江戸百景≫では、近景をクローズアップし、遠景を小さく描く大胆な構図の≪人はしあたけの夕立、深川萬年橋、王子装束ゑの木　人晦日の孤火≫の「３点」が特に注目される。
　他に「葛飾北斎」（1760〜1849）や「歌川国芳」（1797〜1861）の名所絵なども展示され、特に現存数の少ない「北斎」の≪千絵の海　五島鯨突≫（右）が10図全て揃っており、独特の沈んだ色調と芸術性の面から高く評価されている。
